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金融情報系アプリケーションシステム"H什STAFF”

金融の自由化,経済成長の鈍化に伴

い,金融機関を取り巻く環境は年々厳

しさを増しており,地域金融機関でも,

経営基盤の強化のための情報系システ

ムの構築が欠かせないものとなってき

ている｡このHITSTAFFは,共同セン

ター加盟信用金庫向けに開発された情

報系アプリケーションパッケージであ

り,競争力を強化する多様な情報を提

供する(図1)｡

_システムの主な特長は,以下のとお
りである｡

(1)プラン1からプラン4までのサブ

システムで構成され,顧客の必要に応

じて情報系システムを構築できる｡

(2)エンドユーザー言語ACE3E2や意

思決定支援システムEXCEED2を用い

て,利用部門が自ら簡単に検索･加工

ができる｡

(3)マイクロメインフレーム結合によ

り,ホストとワークステーションとが

有機的に連携し,利用部門のサービス

が向上する｡

(4)信用金庫共同センター返還MTか
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図I HITSTAFFの概要

ら,ディスク内DBの生成機能を提供す

ることによって大幅な工数削減が可能

である｡

(5)ホストを占有しない分散開発,分

散運用ができる｡

(6)その他,プログラム開発から保守

まで自動化を目指すシステム開発支援

群,EAGLE2･SEWB,オフィスの大

幅合理化を実現するシステムOAとOA

ソフトウェア群,OFISTOP2･OFISシ

リーズなどを提供する｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

延滞債権管理システム"ACCOJJECT”

金融機関のリテールバンキング志向

に伴い,カードローンなどの個人消費

者向けの融資が飛躍的に増加している｡

こうした中で,延滞債権を低減し円滑

な資金運用を行うための,延滞顧客へ

の督促業務の効率化が急務となってい

る｡これらのニーズに的確に対応し,

督促業務を大幅に効率アップする金融

機関向けアプリケーションシステム

ACCOLLECT(Auto Caller for arrearage

COLLECT system)を開発した(図l)｡

1. システムの主な特長

(1)電話作業の効率アップ

自動ダイヤリング機能により,電話

のかけ間違いがない｡また,顧客情報

が自動的に画面表示されるため,電話

のかけ忘れや二重督促が防止できる｡

(2)顧客対応の向上

過去の入金情報,口座情報,預金情

報,交渉履歴などの豊富な情報が画面

表示されるため,延滞顧客への対応が

きめ細かく行える｡

(3)操作性の向上

基本操作はすべてワンタッチで行え

るため,操作ミスがな〈,またコンビ

バッチ･情報系システム
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図I ACCOLLECTの構成

ユータの知識がなくても簡単に利用で

きる｡

(4)管理業務の強化

督促情報はホストコンピュータで一

元管王空している｡そのため,延滞顧客

情報や督促状況の管理が標準化でき,

銀行全体の管理業務が円滑に行える｡

担当者管理機能

督促件数照会機能

l
t 督促件数割当機能ACCOLLECT

督促処理機能

資料作成依頼機能

図2 主なサポート機能

(5)運用の効率化

督促情報の作成や営業店へのi宝元資

料の作成など,めんどうな事前･事後

処理はすべてホストコンピュータで自

動的に処三哩できるため,エンドユーザ

ー部門は督促業務に集中できる｡
(6)万全なセキュリティ対策

管理者専用機能,一般オペレータ用

機能の各々独立した機能がある｡また,

担当者ごとにパスワードを設定するこ

とで顧客情報の機密保持が行える｡

2. システムの主な機能

ACCOLLECTの主な機能を,図2に

示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)
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外国為替システム"CP-FOREIGN”

金融の国際化･金利の自由化が急激

に進展する中で,外国為替業務の既認

可金融機関や新規に外国為替業務の認

可を受けようとする金融機関は,取引

件数の増大及び収益管理についての対

応が迫られてきた｡そこで,極めて短

期間のうちに,外国為替業務のシステ

ム化を実現するため,外語ノ鞄替システ

ム用アプリケーションパッケージCP-

FOREIGN(Complete Package of

Foreign Exchange System)を開発し

た(図1)｡

l. システムの主な王特長

(1)すべての外国為替業務をサポート

営業店(外国為替取扱店)での業務か

ら本部での業務まで,外国為替業務全

車斗目をサポートする｡持ち高･資金管

理をはじめ顧客管理,コルレス管】撃の

充実によって,経営管理情報としての

計数管理の高度化･効率化を実現する｡

(2)事務処理の効率化･省力化を実現

伝票･元帳の自動作成と日計処理,

多科目同時連動処理(先物予約･L/C･

他店預け･預け金),ドキュメントの自

動作成,取引経過の管理,情報照会機
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図I CP-FOREIGNの構成

能の充実により事務処理の効率化と省

力化を実現する｡

(3)運用管理が簡便なシステム

本システムは,コンピュータになじ

みのない人でも運用できるように,オ

ペレータレスを指向するものである｡

コンピュータに電源を入れると,対話

モードによって業務を選択することに

より,従来のJCL(Job ColltrOILan-

輸 出
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■
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図2 主なサポート機能

guage)を取り扱わずにオンライン,日

i欠･月i欠バッチなどの業務が行える｡

(4)多様なOA業務にも対応

パーソナルワークステーション2020

モデルEを端末機として使用しており,

通常の外国為替業務以外に文書作成,

作表,作図,伝票処理,作画などのパ

ーソナル処理か行え,営業店,本部で
のOA業務を推進することができる｡

2.システムの主な機能

CP-FOREIGNの主なサポート機能

を図2に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

T570/60E量販店向けPOSターミナル

POSシステムが普及しつつあるが,

多様化と高機能化に対するニーズが高

まっている｡これにこたえるため,量

販店向けPOSシステムとしてT-570/60

Eを開発した(園丁)｡

1.主な特長

(1)顧客管理

磁気カードやバーコードを利用した

会員か一ドにより,自動会員割引やク

レジットを行い,顧客別の詳細情報が

取得できる｡

(2)非食品対応POS

食品雑貨用のJANコードに加え,2

を･準
勺■

､-＼＼′/

図I POSシステム丁-570/60E
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段バーコードのサボ】トにより,大容

量PLUやターミナル別キーボードと併

せ衣料POSなどの非食品対応POSを実

現し,総合的な量販店システムを構築

する｡

(3)多様な運用

タイムセールや見切F)などの各種の

販売イ足進機能を持ち,客数に応じ1人

制･2人制の切替えができる｡また,

店舗の運用に応じ,ホスト接続あるい

はストアプロセッサ接続が可能であり,

ユーザーニーズに合わせたシステムを

提供する｡

(4)豊富な情報

点検･精算に必要な12種の売上情報

をはじめとし,販売モニタ情報や店舗

の運用状況情報を収集し,店舗の効率

化を図る｡

2.主な仕様

表1にT1570/60E POSターミナル

の主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

部 門 数 50部門

lG(アイテム
グループ)数

20【〉グループ

P L U 数 5D.00D品目

扱 い 者 数 250人

価 格 変 更
3種(定価変更,見切り,タイムセ

ール)

自動割引き
6種(部門,lG,会員,社員,総額,

ミックスマッチ)

時間帯管理 24区分

管理レポート 12種(扱い者別,部門別,店舗別

ほか)

キーボード 10キー,制御用(58種),商品プリ
セット(56種)

表 示
柑けた×2行,英･数字,仮名

(126種)

印 字

Zステーション(レシートジャーナ

ル)

28けた/行.美･数字,仮名･漢字
‥86種)

バー コ
ード 固定式,ハンド式

ス キ ャ ナ +AN,EAN,UPC

メ モリ 及 び メモリIMバイト

フ ァ イ ル 5インチディスク(川Mバイト)

リモート

パワーオフ機構
あり
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記銀再生方式

この発明は,通帳にはられた磁気ス

トライプの記録再生方式に関するもの

である｡

従来,この種の磁気記録再生方式で

は,データブロックの前後に,ビット

"1''が所定個数続いた同期開始コード

及び同期終了コードを配置し,データ

ブロックの区切りを検出するようにし

ていた｡

このような方式では,再生時,ビッ

ト抜けやビットわ(涌)き出しが発生す

ると,同期コードを検出できず,デー

タプロ､ソクの再生が不可能になる欠点

を持っている｡

本発明は,このような問題を解決す

ることを目的とするものである｡

図1は,本発明に基づく記録データ

のフォーマットを示すものである｡Bl

とB2はそれぞれ複数のキャラクタ(1

キャラクタは,5ビットから成るもの

とする｡)で構成されるデータブロック

である｡データブロックBlとB2のそれ

ぞれの先頭には同期開始コードSl,ま

た後尾には同期終了コードS2が付加さ

0 0 0 0 0 11111 0 1一-------

Sl-ノ + Bl-

ーーーーーー

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11111 0 0 1 0
一--

-Bl一------J
J s2---J

図l 記錯デ∬夕のフォーマット図

れている｡

この発明は,同期開始コードSlと同

期終了コードS2の構成に特長がある｡

すなわち,同期終了コードS2を1キャラ

クタとすると,同期開始コードSlはその

2倍の長さの2キャラクタとする｡そ

して,同期開始コードSlの前半部と同

期終了コードS2をすべて"0''(あるい

は``1'')のパターンで構成し,同期開始

コードSlの後半部をすべて"1''(あるい

は"0”)のパターンで構成する｡

同期開始コードSl及び同期終了コー

ドS2を以上のような構成にしておけば,

次のデータブロックの同期開始コード

の前半部と前のデータブロックの同期

Sl-------一一一一一-J
J B2-

終了コードとは同一ビットとなる｡し

たがって,データブロックにビット抜

けやビットわき出しが発生しても,影

響をそのブロックだけにとどめ,次の

データブロックを再生しそこなうこと

を防ぐことができる｡

l.年寺長･効果

ビット抜けやビットわき出しによる

再生不能を防止でき,磁気記録再生装

置の信頼性を上げることができる｡

2.提供技術

■ 関連特許の許諾

●特許第1340731号(特公昭6卜3012号)

｢記鐘再生方式+

不正操作者チェック方式

金融機関で使用される端末装置で

は,不正操作者による操作が行われな

いようにする必要がある｡

上記の目的を達成する従来の方法と

しては,操作かぎ(鍵)と暗証番号を記

録済みの磁気カードとを_,操作者に保

持させる方法があるが,操作者に磁気

カードを保持させなければならないこ

とや,端末装置に磁気カード読取装置

を付属きせなければならないという欠

点がある｡

操作かぎ(溝)

[圭一
暗証番号

E遍戸

操作かぎ番号

発 生 回 路

入力装置

この発明は,耳義気か一ドを使用せず,

操作かぎだけによって操作者の正当性

をチェックできるようにしたものであ

る｡

図1に,この発明方式の説明図を示

す｡操作者は,操作開始に先立って操

作かぎを挿入口に挿入するとともに,

暗証番号を入力装置から入力する｡

操作かぎを挿入すると,それに保持

された操作かぎ番号が操作かぎ番号発

生回路から出力され,記憶装置に送信

記憶装置

登録時証番号

比較回路

図l 不正操作者チェック方式

される｡記憶装置からは,この操作か

ぎ番号に対応する登録暗証番号が読み

出され,それが比較回路に送信される｡

入力装置で入力された暗証番号と記

憶装置から読み出された登録暗証番号

は,比較回路で比較され,両者が一致

すればこの操作者は正当者と判定し,

以降の操作を許す｡もし不一致ならば

不正使用者と判定し,以降の操作を禁

止する｡

l.特長･効果

(1)操作かぎ対応に暗証番号を照合で

きるので,操作者に磁気カードを保持

させる必要がない｡

(2)磁気カードを使用しないので,端

末装置は磁気カード読取装置が不要で

ある｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第132852る(特公昭60-53900号)

｢不正操作者チェック方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

ぉ問い合わせ先は‥･株式●鼓口元製†E祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5巷l号(新丸ビル)電話(03〉z14-3114(直通)特許部特許営業グループ
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電子取引方式

電子取引方式とは,書類をコンピュ

ータのメッセージに置き換え,電子的 ｢

な商取引を行う取引方式である｡ :
l

メッセージの送信者と受信者の二者 】

間で電子的な商取引を行うために,二 :
l

者共に取引内容を正式に認めたことの

証拠として,｢正式な署名,なつ(捺)印+

を交換し合う場合,従来は公平な第三

者(機関)に仲介を依頼していた｡

日立製作所で開発した電子取引シス

テム(図1)は,第三者を介することな

く,当事者間だけの通信により商取引

を成立させる｡

受信者が,送信者からの暗号文EK

(M)を解読して取引文Mの内容を見て

取引に合意すると,i欠に圧縮暗号文H

(M)を作成する｡これを上位ビット列

hlと下位ビット列h2に分割し,hlと時刻

データTとにより作成した割印認証用

データを秘密かぎ(鍵)S2で復号化して,

電子割印D((T,hl),S2)を作成する｡

これを合意の応答として送信者に返送

する｡送信者は,上記電子割印を受信

者の公開かぎr2で暗号化してE(D

hl

同じか?

時刻

2分割

lH(M)
l r

公開かぎ(鍵)｢2

ト‾‾1割印
D((丁,hl),S2)弼

公開かぎS2

｢‾

同じか?

‾1

(hl,

㌶壷ユニぎSl

受信者

割印･なつ印
;｢_j 時刻

hl

2分割

試)王

EK(M)

送信者 伝送路暗号用かぎK

M(平文)

((T,hl),S2),r2)=(T,hl)により元

の割印認証用データが得られたとき,

このなかに先のhlが含まれていれば,受

信側に電子割印Dを作成できる真の受

信者がいることを確信する｡そして,

上記電子割印を取引の証拠として保管

する｡

1.特長･効果

(1)取引文が悪意の第三者により偽造

できない｡

(2)取引合意後の電子なつ印交換時に

K 受信者

M図l

電子取引システ

ムの概要

受信者が受信の事実を否定したり,送

信者からの取引暗号文を偽造したりで

きない｡

(3)取引合意後の電子なつ印交換時に

送信者が送信の事実を否定したり,送

信文を偽造したりできない｡

2.提供技術

■ 関連!特許の実施許諾

●特開昭62-254543号

｢電子取引方式+他24件

日立評論 Vol.70 No.4 予定日次

■特集 最近の原子力発電技術

軽水炉の現状と動向

東京電力株式会社福島第二原子力発電所4号機の建設

東京電力株式会社福島第二原子力発電所4号機新型運転監

視制御システム

中部電力株式会社浜岡原子力発電所3号機の完成

原子力70ラント建設工法及び工事管理の新技術と実績

ABWR新技術実用化への展開

原子力発電用タービン発電機設備新技術

ABWR総合ディジタル監視制御システム

BWR新型炉心燃料の通用と開発

放射性廃棄物のセメントガラス固化技術

放射線量の低減対策一現状と展望一

最近の運転,保守技術

高経済性中小型軽水炉の開発

高転換型沸騰水炉概念の開発

原子燃料サイクル関連技術の動向

日 立
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ル ポ

明日を開く技術く89〉

H汀ACHIWORJD NEWS

技術 史 の 旅く133〉

続･美術館めぐりく99〉

Vol.50 No.3 日 次

津軽海峡線を行く

多様化する被膜技術

バブルデータレコーダ

進む現地生産のハイテク化

九十九里の鰯漁
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